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1 はじめに
われわれは事例を基に話題を限定しない対話を行うシ
ステムを研究してきた [1][2]。このシステムは問い掛け
と応答の対から成る応答事例を基にして対話を行うた
め、応答事例を増やせばモデルそのものに手を加えな
くてもさまざまな話題に対応できる。
われわれのシステムは、ユーザと一対一で対話する

ように設計されているが、将来的には多人数の対話に
対応できるようにしたいと考えている。しかしながら、
多人数の対話においては異なる話題が同時に進行した
り、一人の発言に対して複数の人間が答えるなど隣接
した対話が対応関係にないため [3]、発話の対応関係を
推定する必要がある。
そこでわれわれだは一対一の応答事例を基に多人数

対話中の発話の対応関係を推定するシステムを設計、
実現した。

2 対象とする対話のモデル
対応付けの対象とする対話は [3]が対象としている対
話と同じように、多人数チャット対話の対話記録を対
象とする。対話中には発話とその発話を行ったユーザ
の名前の対が時系列にそって配置されている。
推定を行った後の発話は、それぞれの発話に対して、

その発話を答えとする発話へのリンクが 1本以下つけ
られる。

3 対応関係の推定アルゴリズム
対話の対応関係の推定の方法を図 1に示す。対話中の
任意の発話の間に得点を定義し、この点数と対応関係
を対とした候補を生成する。次にこの候補から制約条
件を利用して絞り込みを行い対応関係を確定する。
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図 1: 候補生成から対応関係の推定までの処理

3.1 候補の生成
候補の生成を行うために、次に示す処理を行う。

(1)対話 (Dとする)対応関係の候補をとり出したい
発話を選択する (Q1とする)。(2)発話Q1をあらかじ
め容易しておいた応答事例から検索する (見つかった
応答事例のうち答えとなる発話を A2とする)。(3)答
え A2をもともとの対話 Dから検索する (見つかった
発話を A3とする)。
このようにして対話Dの中に存在する発話Q1とA3

の間の対応関係を求めることができる。A2やA3は複
数選ぶことができるため、Q1に対する候補A3は複数
生成される。この処理を対話Dに含まれるすべての発
話に対して行い対応関係の候補を生成する。
得点付けの方法は図 2に示すように、あらかじめそ

れぞれの構文情報や単語の種類 (自立語・機能語)に応
じて単語に得点を定義しておく。そして比較する時に
双方で共通の単語を取り出し、それぞれの点数を掛け
合わしてその和をとって得点とする。
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図 2: 二つの発話の間の得点づけの例

3.2 候補からの対応関係の確定
次に候補の絞り込みを行う。絞り込みの制約条件を以
下に示す。

(a)ある発話Aを選んだ場合にその発話Aを答えと
する発話 Qが 1個以下存在する。(b)対応関係となる
発話は必ず異なる発話者により発せられたものである。
(c)ある発話Aを答えとする発話はその発話 Aよりも
過去に存在したものに限られる。(d)候補からの選択
は、得点の高いものから選択する。(e)ある発話 Aを
答えとする候補が複数あり、得点が同一の場合には、
発話 Aにもっとも近いものを選択する。(f)候補がな
い場合には対応関係がないと見なす。
このような制約条件を用いて、対話Dに含まれるす

べての発話の対応関係を確定する。

4 実行結果
以上のアルゴリズムを実現して実験を行った結果を表
1と表 2に示す。使用した対話事例はチャットの記録
から取り出して手作業で対応付けした 445応答事例と
し、それぞれ 50の発話を持つクローズドデータ (CL1、
CL2、CL3)とオープンデータ (OP1、OP2)に対して、
手作業で対応させた結果を正解として再現率と精度を
求めた。また、OP2/2として異なるコーパスから獲得
した約 13万の応答事例を使用して同じようにOP2に
対して実験を行った結果を表 2示す。
その結果クローズドデータで再現率は平均 73%、精

度は 41%という結果を得ることができた。またオープ
ンデータでは平均 14%の再現率、10%の精度であった。
再現率はチャットの文章の係り受け解析に失敗し候補
生成において適切な候補の生成が行えていないためで
ある。したがってチャット対話の係り受け解析の精度

表 1: クローズドデータでの正解率

対話 CL1 CL2 CL3 平均
再現率 50% 85% 83% 73%

精度 29% 52% 42% 41%

表 2: オープンデータでの正解率

対話 OP1 OP2 平均 OP2/2

再現率 11% 17% 14% 26%

精度 8% 11% 10% 18%

を上げる必要がある。CL1はCL2・CL3に比べて再現
率・精度が低いが、これは正解と対応付けが異なると
いうことであり、全く見当違いの発話を選んだわけで
はないようである。
オープンデータでは再現率・精度共にクローズドデー

タより低い数値である。しかし応答事例が多い OP/2
では再現率も精度も上がっていることから、応答事例を
増やすことで再現率・精度が上げられると考えられる。
両実験とも精度が低いのは、もともと対応関係がな

いものに対して付加している場合が多いためである。
閾値を定義して候補を絞り込むことで精度を上げられ
るのではないかと考えられる。

5 おわりに
本稿では、一対一の応答事例を元に、多人数チャット
対話から対応関係を取り出すシステムを実現した。実
験を行った結果、クローズドデータで再現率 73%・精
度 41%の結果を得られた。今後はアルゴリズムの改善
を行い、性能を上げる予定である。
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